
■第２期教育大綱の施策体系（案） 【資料１－３】

(1) 学校の組織マネジメント力を強化する仕組みの構築

(2) 教員同士が学び合い高め合う仕組みの構築

(3) 地域との連携・協働の推進

(4) 外部・専門人材の活用の拡充

(5) 質の高い教員の確保・育成

(1) 教員の教科等指導力の向上＜小・中学校＞

(2) 基礎学力定着に向けた取組の充実＜高等学校＞

(3) 多様な学力・進路希望に対応した指導の充実＜高等学校＞

(4) 規範意識や自尊感情など豊かな心を育む取組の充実

(5) 目的意識の醸成や社会性の育成に向けた取組の充実

(6) 生徒指導上の諸課題への組織的対応・支援の強化

(7) 健康・体力の向上

(8) 部活動の充実と運営の適正化

(1) 保育所・幼稚園等と家庭や地域等との連携の充実

(2) 放課後等における学習の場の充実

(3) 相談支援体制の充実・強化

(4) 地域全体で子どもを見守り育てる取組の推進

(5) 経済的負担の軽減

(1) 障害の状態や教育的ニーズに応じた指導・支援の充実

(2) 特別支援学校における多様な教育的ニーズへの対応の充実

(1) ICTやＡＩなどの先端技術の活用

(2) 学校のICT環境の整備

(1) プログラミング教育の推進

(2) ＡＩ人材育成のための教育の推進

(1) 中山間地域における多様な教育機会の確保

(2) 県立高等学校再編振興計画の着実な推進

(3) 県と市町村教育委員会との連携・協働の推進

(1) 地域全体で子どもを見守り育てる取組の推進

(2) 家庭教育への支援の充実

(1) 保育所保育指針・幼稚園教育要領等に沿った指導方法の徹底　

(2) 保幼小の円滑な連携・接続の推進　　　

(1) 保育者の親育ち支援力の強化

(2) 保護者の子育て力向上のための支援の充実

(1) 知の循環型社会を目指した生涯学習・社会教育の推進

(2) オーテピア高知図書館を核とした県民の読書環境・情報環境の充実

(3) 多様なニーズに対応した教育機会の提供

(1) 教育環境の維持・向上に向けた支援

(2) 私立学校に通う児童生徒の保護者の経済的負担の軽減

(1) 地域活性化の核となる大学づくりの推進

(2) 学び続けることができる社会の実現に向けた学び直しの機能の充実

(3) 若者の県内定着の促進

(1) 県民一人一人が文化芸術に親しむ環境づくりの推進

(2) 文化芸術等を活用した地域活性化の推進

(3) 計画的な文化財の保存・活用の促進

(1) スポーツ参加の拡大

(2) 競技力の向上

(3) スポーツを通じた活力ある県づくり

(1) 防災を中心とした安全教育・安全管理の充実

(2) 南海トラフ地震等の災害に備えた施設整備の推進

(3) 長寿命化改修など教育施設の計画的な整備の推進

(1) 不登校の未然防止と初期対応

(2) 社会的自立に向けた支援の充実

(1) 学校組織マネジメント力の向上と教職員の意識改革

(2) 業務の効率化・削減

(3) 専門スタッフ・外部人材の活用

基本方針 施策群 対　　　　策

1
チーム学校の基盤となる組織
力の強化

1
多様な課題を抱える子どもへの
支援の充実

2 特別支援教育の充実

Ⅲ
デジタル社会に向けた
教育の推進

1
先端技術の活用による学びの
個別最適化

2 創造性を育む教育の充実

Ⅳ 地域との連携・協働

1
中山間地域をはじめとする各地
域の教育の振興

2
学校・家庭・地域の連携・協働
の
推進

Ⅴ 就学前教育の充実

1 就学前の教育・保育の質の向上

2 親育ち支援の充実

1
生涯にわたって学び地域社会
に
生かす環境づくり

2 私立学校の振興

3 大学の魅力向上

4
文化芸術の振興と文化財の保
存・活用

5 スポーツの振興

6 児童生徒等の安全の確保

-
６つの基本方針に関わる
横断的な取組

1 不登校への総合的な対応

2
学校における働き方改革の推
進

Ⅰ チーム学校の推進

2
チーム学校の推進による教育
の質の向上

Ⅱ
厳しい環境にある子どもへ
の支援や子どもの多様性
に応じた教育の充実

Ⅵ
生涯学び続ける環境づくり
と安全・安心な教育基盤の
確保


